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（２）

○
 渡
し
船
の
移
り
変
わ
り

　
か
つ
て
渡
し
船
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
木
造
の
和
船
は
、
昭
和

　
年
頃
～
昭
和
　
年
頃
ま
で
製

２５

３４

造
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
材

料
に
は
ス
ギ
材
や
ヒ
ノ
キ
材
が

使
わ
れ
、
先
端
の
船
首
部
に
は
強

度
を
上
げ
る
た
め
に
ケ
ヤ
キ
材

が
使
わ
れ
ま
し
た
。
船
の
長
さ

は
５
 間
 半
（
約
　
メ
ー
ト
ル
）
く

け

ん

１０

ら
い
あ
り
、
船
底
に
は
板
が
張
ら

れ
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　

　
当
時
 艪
 や

ろ

 棹
 を
駆
使
し
て
人

さ
お

力
で
操
作
さ
れ
て
い
た
和
船
は
、

や
が
て
農
業
用
エ
ン
ジ
ン
を
搭

載
し
て
運
航
さ
れ
る
動
力
船
へ

と
移
行
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
頃
に
な
る
と
、
次
第

４５

に
木
造
か
ら
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ

バ
ー
製
へ
と
船
の
素
材
も
代

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

○
 船
大
工
さ
ん
の

　
　
　
　
確
か
な
伝
統
技
術
　

　
斗
合
田
地
区
に
お
住
ま
い
の

砂
賀
  良
夫

      

さ
ん
（
　
歳
）
は
、
県

す

な

が

よ

し

お

７０

内
で
も
貴
重
な
川
船
の
製
造
技

術
を
も
つ
船
大
工
さ
ん
で
、
地
元

の
造
船
会
社
の
４
代
目
経
営
者

で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
ま
で
本
町
を
始
め
、
東
毛
地

域
一
帯
の
多
く
の
川
船
を
製
造

し
て
き
ま
し
た
。
平
成
　
年
に

１８

は
文
化
庁
の
ふ
る
さ
と
文
化
再

興
事
業
に
よ
り
、
板
倉
町
か
ら
依

頼
を
受
け
て
 田
舟
 や

た

ぶ

ね

 揚
 げ

あ

 船
 、

ぶ

ね

 高
瀬
船
 を
製
作
し
た
こ
と
も
あ

た

か

せ

ぶ

ね

り
ま
す
。

　
一
般
に
船
大
工
さ
ん
に
家
は

造
れ
て
も
、
 屋
 大
工
さ
ん
（
家
を

や

建
て
る
大
工
さ
ん
）
に
船
は
造
れ

な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

木
材
を
使
っ
て
の
船
造
り
の
技

術
は
極
め
て
特
殊
な
も
の
だ
そ

う
で
す
。
そ
の
特
殊
技
術
は
、
こ

れ
か
ら
も
ど
ん
な
船
を
造
る
場

合
で
も
船
の
原
型
を
製
作
す
る

時
に
は
必
要
と
な
る
技
術
で
す
。

「
私
の
後
輩
た
ち
に
は
是
非
、
そ

の
伝
統
技
術
を
継
承
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
砂

賀
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　これまでにシリーズでご紹介しました「明和の渡し」は、今月号で４回目になりました。

今回は、渡し船の製造に関わったかたや台風による利根川の増水時の“渡船日誌”などを

ご紹介します。また、川俣の渡しを渡った歴史上の人物である“国定  忠次      ”にまつわるエ
くにさだちゅうじ

ピソードの一端もご紹介します。

　砂賀良夫さん

　 館林の城沼で観光用

屋形船として使われてい

る砂賀さんが製造した船

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お客さんを乗せて利根川を航行する渡し船（イメージ）　

    渡しを支えていた人々　　　　

　　　　　　　　　　　～  船大工さんや船頭さんたち～



（３）広報めいわ　平成２３年７月１０日

 ○
「
渡
船
日
誌
」

　
　
  ー
 克
明
な
記
録
 ー
　

　
渡
し
船
が
運
行
さ
れ
て
い
た

当
時
、「
渡
船
日
誌
」
や
「
 出
面
簿
 」

で

づ

ら

ぼ

（
現
在
の
出
勤
簿
に
相
当
す
る
記

録
簿
）
が
船
頭
さ
ん
た
ち
に
よ
り

毎
日
記
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　（
昭
和
　
年
度
の
「
渡
船
日
誌
」
の
一

４７

部
抜
粋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☆
 ９
月
　
日
　
　
天
候
（
大
雨
）

１６

（土）

 　
　
　
勤
務
者
氏
名
（
小
野
沢
・
細
谷
）

   ○
 乗
船
人
員
　
 オ
ー
ト
バ
イ
 　
台
４２

　
　
　
　
　
　
　
  自
転
車
 　
台
　
　

５４

　
　
　
　
　
　
      徒
歩
 ６
人
　
　
　

　
○
 記
　
事
  

　
　
台
風
　
号
の
影
響
に
よ
り
大
雨
。

２０

　
夜
半
よ
り
河
川
大
増
水
せ
り
。　
　

　
　
　
日
未
明
、
近
年
に
無
き
増
水
に

１７

　
よ
り
渡
船
待
合
小
屋
の
 庇
 ま
で
浸
水
。

ひ
さ
し

　
屋
内
に
あ
り
し
腰
掛
け
２
脚
と
重
油

　
半
缶
流
失
せ
り
。

　
　
外
に
千
津
井
丸
の
梶
一
と
群
馬
側

　
の
桟
橋
一
も
同
時
に
流
失
せ
り
。
外

　
に
練
炭
５
袋
水
に
濡
れ
使
用
不
可
能

　
な
り
。

   
☆
 ９
月
　
日
　
　
天
候
（
晴
れ
） 

１７

（日）

　
　
 　
勤
務
者
氏
名
（
小
野
沢
・
阿
部
）

   ○
 記
　
事
                                 

      大
増
水
に
て
運
行
中
止
。 
         

      

☆
 ９
月
　
日
　
　
天
候
（
晴
れ
） 

１８

（月）

         　
勤
務
者
氏
名
（
細
谷
・
阿
部
）

   ○
 乗
船
人
員
  　
オ
ー
ト
バ
イ
 ８
台
 

                      　
 自
転
車
 　
台
       

１６

                        徒
歩
 ４
人
        

   ○
 記
　
事

　
　
両
岸
の
船
着
き
場
整
備
。
道
路
補

　
修
。
待
合
小
屋
の
掃
除
等
夕
方
よ
 

　
り
行
ふ
。

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
「
奮
闘
し
た
村
職
員
た
ち
」
　

　
台
風
な
ど
に
よ
る
利
根
川
の

増
水
時
に
は
、
荒
天
の
中
、
昼
夜

を
問
わ
ず
当
時
の
村
役
場
の
担

当
職
員
の
か
た
が
た
が
総
出
で

船
を
守
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
職
員
た
ち
は
、
昭
和
橋
を
渡
っ

て
対
岸
の
羽
生
市
側
 上
村
君
 付

か

み

む

ら

き

み

近
の
遠
浅
に
な
っ
た
河
川
敷
へ

直
行
し
、
増
水
時
に
は
船
を
陸
側

へ
引
き
上
げ
、
逆
に
減
水
時
に
は

船
を
川
の
沖
の
方
へ
戻
す
と
い

う
大
変
な
重
労
働
を
担
っ
た
そ

う
で
す
。

  〝
 エ
ピ
ソ
ー
ド
 〟 
             

　（
 捕
ら
え
ら
れ
た
国
定
忠
次
が
        

   　
　
　
　
　
　
渡

し

船

で
・
・
・
）
 

　
江
戸
時
代
も
末
期
に
な
っ
た
１

８
５
０
年
８
月
、
当
時
上
州
は
 上
野
 

こ
う
ず
け
の

国
で
 任
侠
 の
徒
と
し
て
名
を
馳
せ

に
ん
き
ょ
う

て
い
た
“
国
定
忠
次
”
が
、 碓
氷
 の

う

す

い

関
所
（
現
在
の
安
中
市
）
破
り
な
ど

の
数
々
の
罪
状
に
よ
り
捕
ら
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
忠
次
は
 捕
縛
 さ
れ

ほ

ば

く

た
後
、
取
り
調
べ
の
た
め
に
一
旦
江

戸
送
り
と
な
り
ま

し
た
。

　
羽
生
市
 稲
子
 に

い

な

ご

お
住
ま
い
の
木
戸

一
夫
さ
ん
（
　
歳
）

７６

か
ら
伺
っ
た
話
に

よ
る
と
、
曾
祖
父

で
あ
る
 宗
三
郎
 さ

そ
う
さ
ぶ
ろ
う

ん
（
故
人
  大
正
２

年
没
）
は
、
明
和
町

側
か
 ら
“
川
俣
の

渡
し
”
を
渡
っ
て

江
戸
へ
連
行
さ
れ

る
途
中
の
忠
次
の

姿
を
目
撃
し
た
と

の
こ
と
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

　
羽
生
市
側
の
“
川
俣
関
所
”
の
番

所
に
は
武
蔵
国
の
 忍
城
 の
武
士
２

お
し
じ
ょ
う

人
が
詰
め
、
こ
れ
に
立
ち
会
い
ま
し

た
。
当
時
の
囚
人
護
送
用
の
 唐
丸
 

と

う

ま

る

 駕
籠
 に
押
し
込
め
ら
れ
た
忠
次
は

か

ご

す
っ
か
り
や
つ
れ
果
て
、
歪
ん
だ
顔

か
ら
 涎
 を
垂
ら
し
、
背
を
籠
の
後
方

よ
だ
れ

の
壁
に
力
な
く
持
た
せ
て
い
た
そ

う
で
、
そ
こ
に
は
、 籠
破
 り
を
仕
出

か

ご

や

ぶ

か
す
よ
う
な
 凄
 み
は
全
く
感
じ
ら

す

ご

れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
          

　
忠
次
は
江
戸
で
の
厳
し
い
 詮
議
 

せ

ん

ぎ

を
受
け
た
後
、
恐
ら
く
、
再
び
“
川

俣
の
渡
し
”
を
渡
っ
て
上
州
に
戻
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
同
年
　１２

月
、
吾
妻
郡
 大
戸
 村
（
現
在
の
吾
妻

お
お
ど

郡
吾
妻
町
）
の
大
戸
の
関
所
の
近
く

で
 磔
 の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
享
年
　
歳

は
り
つ
け

４１

で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。 
      

※
昭
和
橋
を
渡
り
埼
玉
側
へ
入
っ
て
行

く
と
、
右
手
の
利
根
川
堤
防
上
に
「
川

俣
の
関
所
跡
」
の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
関
所
は
、
江
戸
時
代
の
慶
長
年

間
か
ら
明
治
２
年
ま
で
機
能
し
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
河
中
に
没
し
て
い
て

往
事
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  　昭和６３年度末まで運行されていた県道としての“千津井の渡し”　　

では船頭さんたちが年間を通して「渡船日誌」を記録していました。

明和の渡し　シリーズ④

和の渡明 し

ー其の４ー

　　国定忠次（イメージ）



（４）

ＰｉｃｋＵｐ　ＭｅｉｗａＰｉｃｋＵｐ　Ｍｅｉｗａ

 みんなで投票！

７月２４日（日）
   午前７時～午後７時

　
　
歳
以
上
（
平
成
３
年
７
月
　
日
以

２０

２５

前
に
生
ま
れ
た
か
た
）
で
 、
平
成
　
年
２３

４
月
　
日
ま
で
に
町
に
住
民
登
録
を

１８

さ
れ
、
引
き
続
き
町
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
で
す
。

※
投
票
日
ま
で
に
、
他
市
町
村
へ
転
出

さ
れ
た
か
た
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

午
前
７
時
～
午
後
７
時

　　
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
確
認
の
う
え
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
入
場
券
が
１
枚
の
ハ
ガ
キ
に

ご
家
族
４
人
ま
で
の
入
場
券
が
郵
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
入
場
券
を

切
り
取
っ
て
投
票
所
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　
選
挙
会
（
開
票
）
は
、
７
月
　
日
　

24

（日）

午
後
７
時
　
分
か
ら
役
場
３
階
第
１

５０

会
議
室
で
行
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

で
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
か
た
は
、

前
も
っ
て
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
を
さ
れ

る
か
た
は
、
受
付
期
間
中
、
入
場
券
を

ご
持
参
の
う
え
、
役
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
入
場
券
が
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、
そ
の
旨
を
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
投
票
日
当
日
に
　
歳
を
迎
え

２０

る
か
た
が
投
票
日
よ
り
前
に
投
票
す

る
と
き
は
、
不
在
者
投
票
に
な
り
ま
す
。

産
期
間
　
７
月
　
日
　
～
７
月
　
日

２０

（水）

２３

　
の
４
日
間
              

（土）
産
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
８
時

３０

産
場
所
　
役
場
１
階
町
民
プ
ラ
ザ

産
持
参
す
る
も
の
　
入
場
券
（
後
日
郵

送
し
ま
す
）

【
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票
】

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

病
院
等
に
入
院
し
て
い
る
か
た
は
、
病

院
等
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

病
院
長
等
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
】

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
障
 害
の

程
度
が
定
め
ら
れ
た
基
準
に
該
当

す
る
か
た

②
介
護
保
険
被
保
険
者
証
に
要
介
護

状
態
区
分
が
要
介
護
５
と
記
載
さ

れ
て
い
る
か
た

◎
郵
便
等
投
票
す
る
か
た
は
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
が
必
要
で
す
の
で
、
早

め
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
・
内
線
２
１
４
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

明
和
町
議
会
議
員
選
挙

纂
投
票
時
間

纂
投
票
で
き
る
か
た

纂
投
票
所

纂
不
在
者
投
票
制
度

纂
期
日
前
投
票

　
７
月
　
日
　
は
、
明
和
町
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
今
回
の
選
挙
は
任
期

２４

（日）

満
了
（
８
月
８
日
）
に
伴
う
も
の
で
、
今
後
の
町
政
の
方
向
を
決
め
る
重
要
な
選
挙

で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
私
た
ち
の
貴
重
な
一
票
を
町
政
に
生
か
し
ま

し
ょ
う
。

纂
選
挙
会
（
開
票
）

　明和議会議員選挙の開票速報は町
のホームページやメール配信＠めい
わでお知らせします。メール配信＠
めいわに登録されていないかたは、
この機会にぜひご登録ください。
（アドレスttp://www.town.meiwa.gunma.jp/）

開票速報をメール配信します

登録用ＱＲコード

投票所投票区域投票区名

下江黒集荷所斗合田・下江黒　第１投票区

明和東小学校体育館上江黒・千津井・江口・田島第２投票区

明和町中央公民館講堂新里・中谷・梅原第３投票区

南大島農構改善センター南大島第４投票区

大輪公民館大輪 第５投票区

明和西小学校体育館川俣・須賀  第６投票区 

大佐貫東光寺入ケ谷・矢島・大佐貫第７投票区

明和町議会議員選挙投票所
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明和町のオリジナルキャラクター

「メイちゃん」です。これから色々

な場面に登場します。よろしくお

願いします。

　
町
で
は
、　

月
６
日
　
に
開
催
さ

１１

（日）

れ
る
明
和
ま
つ
り
と
共
催
と
な
っ
た

産
業
祭
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
く
れ

る
一
般
出
演
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
申
込
資
格
　
町
内
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
か
た
で
、
３
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
（
代
表
者
が
　
歳
以
上

２０

の
か
た
）

■
発
表
演
目
　
１
グ
ル
ー
プ
１
演

目
で
、
時
間
は
最
大
　
分
で
す

１５

■
申
込
期
限
   ７
月
　
日
　

３１

（日）

■
申
込
方
法
   産
業
祭
事
務
局
へ
電

話
、
ま
た
は
直
接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
産
業
祭
事
務
局
（
経

済
建
設
課
内
）
内
線
１
５
２
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

産
業
祭
の

　
　
　
出
演
者
募
集

　
町
で
は
、　

月
開
催
予
定
の
社
会
福

１１

祉
大
会
で
、
金
婚
式
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
式
を
迎
え
る
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し

ま
す
。
次
に
該
当
す
る
ご
夫
婦
は
、
住

民
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
金
婚
式
（
結
婚
　
年
）

５０

　
昭
和
　
年
１
月
１
日
～
　
月
　
日

３６

１２

３１

に
婚
姻
の
届
け
出
を
さ
れ
た
か
た

 ◎
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
（
結
婚
　
年
）

６０

　
昭
和
　
年
１
月
１
日
～
　
月
　
日

２６

１２

３１

に
婚
姻
の
届
け
出
を
さ
れ
た
か
た

◎
申
請
期
限
  ９
月
　
日
　

３０

（金）

（
※
申
請
用
紙
は
、
各
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
会
長
、
民
生
委
員
、
お
よ
び
住
民
福

祉
課
よ
り
入
手
で
き
ま
す
。）

　
住
民
福
祉
課
　
　
　
　
  内
線
１
４
４

金
婚
式
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
　
該
当
者
は
届
け
出
を

　
町
で
は
、
特
定
疾
患
患
者
等
の
か
た
、

ま
た
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
福
祉
増
進

を
図
る
た
め
８
月
と
　
月
に
見
舞
金

１２

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

◎
対
象
者
　
特
定
疾
患
（
小
児
慢
性
特

定
疾
患
）
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

か
た
、
人
工
肛
門
装
着
患
者
、
人
工
透

析
療
法
対
象
者
、
在
宅
で
生
活
さ
れ
る

重
度
心
身
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
お
よ
び
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ
２
ま

た
は
Ａ
重
の
か
た
）
※
介
護
保
険
法
ま

た
は
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
設
入

所
者
、
お
よ
び
通
所
者
は
対
象
外
で
す
。

◎
申
請
方
法
　
医
療
受
給
者
証
・
登
録

者
証
、
ま
た
は
手
帳
、
振
込
口
座
の
通

帳
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
住
民
福
祉
課

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
期
限
　
７
月
　
日
　

２９

（金）

特
定
疾
患
患
者
等
の
か
た
に
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　
安
全
な
血
液
製
剤
を
安
定
供
給
す

る
た
め
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
日
時
　
８
月
４
日
　
　
 午
前
　
時

（木）

１０

～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
３
時

◎
場
所
　
役
場
町
民
プ
ラ
ザ
　
　
　
 

※
献
血
バ
ス
に
よ
る
採
血
で
す
。

東
部
児
童
相
談
所
に
よ
る
児
童
巡
回
相
談

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」を
展
開
中
で
す

◎
日
時
　
７
月
　
日
　
　
午
前
　
時

２８

（木）

１０

～
午
後
３
時

◎
場
所
　
明
和
町
中
央
公
民
館

◎
内
容
　
言
葉
・
性
格
行
動
・
心
身
的

発
達
・
し
つ
け
の
問
題
な
ど

◎
申
込
方
法
　
相
談
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
７
月
　
日
　
ま
で
に
住
民

１４

（木）

福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
７
月
は
法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
が
全
国
一
斉
に
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い
地
域
を

つ
く
る
た
め
に
、
こ
の
運
動
の
推
進
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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健
康
づ
く
り
課
　
　
　
　
内
線
１
２
５

　
高
齢
受
給
者
証
は
、
毎
年
８
月
１
日

で
更
新
さ
れ
ま
す
。　

歳
～
　
歳
の

７０

７４

国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
一
定
以
上
の

障
害
認
定
を
受
け
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
行
し
た
か
た
を
除
く
）
の
高

齢
受
給
者
証
を
税
務
課
の
国
民
健
康

保
険
税
納
税
通
知
書
に
同
封
し
、
世
帯

主
様
宛
に
７
月
中
旬
頃
、
郵
送
し
ま
す
。

　
８
月
１
日
以
降
、
古
い
受
給
者
証
は

各
自
で
処
分
し
て
い
た
だ
き
、
医
療
機

関
窓
口
に
は
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

と
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
負
担
割
合
変
更
等
の
お
知
ら
せ

　
医
療
費
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
毎

年
、
前
年
中
の
所
得
等
で
判
断
し
、
８

月
１
日
～
翌
年
７
月
　
日
の
１
年
間

３１

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
の
高
齢
受
給
者
証
は
、
平
成
　２４

年
３
月
　
日
ま
で
１
割
、
そ
れ
以
降
は

３１

２
割
負
担
に
変
更
に
な
る
た
め
、
一
部

負
担
金
の
割
合
欄
に
「
２
割
（
平
成
　２４

年
３
月
　
日
ま
で
は
１
割
）」
と
表
記

３１

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
役
並
み
所
得
者
（
本
人
ま
た
は
同

一
世
帯
の
　
歳
以
上
の
国
民
健
康
保

７０

険
加
入
者
の
町
民
税
課
税
標
準
額
が

１
４
５
万
円
以
上
の
か
た
）
は
、
３
割

負
担
の
ま
ま
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

①
高
齢
者
複
数
世
帯
で
、
収
入
の
合
計

が
５
２
０
万
円
未
満

②
高
齢
者
単
身
世
帯
で
、
収
入
の
合
計

が
３
８
３
万
円
未
満

　
申
請
に
は
、
国
民
健
康
保
険
証
、
高

齢
受
給
者
証
、
印
鑑
、

確
定
申
告
の
写
し

等
収
入
の
わ
か
る

も
の
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
更
新
と
郵
送
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
施
設
の
食
費
・
居
住
費
に
負
担
限
度
額
が
設
け
ら
れ
ま
す

　
８
月
１
日
か
ら
保
険
医
療
機
関
等

で
提
示
す
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
」
が
更
新
さ
れ
、
今
ま
で
の
被

保
険
者
証
は
８
月
以
降
無
効
に
な
り

ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
（
紫
色
）

を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

◎
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

　
自
己
負
担
割
合
は
、
同
一
世
帯
の
被

保
険
者
の
　
年
度
住
民
税
課
税
所
得

２３

に
よ
り
次
の
と
お
り
判
定
さ
れ
ま
す
。

▼
１
４
５
万
円
以
上
・
・
・
３
割
（
現

役
並
み
所
得
者
）

▼
１
４
５
万
円
未
満
・
・
・
１
割
（
一

般
所
得
者
）

　
た
だ
し
、
３
割
負
担
の
か
た
で
も
、

前
年
（
　
年
）
中
の
収
入
額
が
次
の
い

２２

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
申
請
に

よ
り
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

①
被
保
険
者
が
同
一
世
帯
に
１
人
で

収
入
額
が
３
８
３
万
円
未
満

②
被
保
険
者
が
同
一
世
帯
に
２
人
以

上
で
、
収
入
額
合
計
が
５
２
０
万
円

未
満

③
同
一
世
帯
に
　
歳
～
　
歳
の
か
た

７０

７４

が
い
る
場
合
、
そ
の
か
た
と
被
保
険

者
の
収
入
額
合
計
が
５
２
０
万
円

未
満

◎
被
保
険
者
証
裏
面
の
臓
器
提
供
意

思
表
示
欄
に
つ
い
て

　
臓
器
移
植
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
よ
り
、
今
年
度
か
ら
被
保
険
者
証
裏

面
に
臓
器
提
供
に
関
す
る
臓
器
提
供

意
思
表
示
欄
を
設
け
ま
し
た
。
な
お
、

こ
の
欄
へ
の
記
入
は
被
保
険
者
の
任

意
で
す
の
で
、
必
ず
記
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
更
新
と
郵
送
の
お
知
ら
せ

　
介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る

か
た
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
か
た
の
食
費
・
居
住
（
滞
在
）

費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

以
下
の
対
象
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
所
得
に
応
じ
た
負
担
の
上
限
（
負

担
限
度
額
）
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
該
当
者
の
自
己
負
担
額
は
、
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
残
り
の
基
準

費
用
額
（
国
が
定
め
る
１
日
当
た
り
の

食
費
・
居
住
費
）
と
の
差
額
分
は
介
護

保
険
か
ら
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
と
し
て
給
付
さ
れ
ま
す
。

　
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を

利
用
す
る
に
は
、
申
請
に
よ
り
「
介
護

保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」
の
交
付
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
対
象
要

件
に
該
当
す
る
か
た
は
、
健
康
づ
く
り

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
要
件

①
本
人
お
よ
び
世
帯
全
員
が
住
民
税

非
課
税
で
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

ま
た
は
生
活
保
護
受
給
者

②
本
人
お
よ
び
世
帯
全
員
が
住
民
税

非
課
税
で
合
計
所
得
金
額
＋
課
税

年
金
収
入
額
が
　
万
円
以
下

８０

③
本
人
お
よ
び
世
帯
全
員
が
住
民
税

非
課
税
で
上
記
以
外

※
こ
の
軽
減
措
置
は
原
則
と
し
て
申

請
月
分
か
ら
が
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
　
　
内
線
１
２
２
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各
種
健
診
・
検
査
等
の
未
済
者
は
必
ず
受
診
を
！

予
防
接
種
に
関
す
る
重
要
な
お
知
ら
せ

◎
高
校
１
・
２
年
生
対
象
の
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
流
通

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
不

足
し
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
予
防
接
種
は
、
初
回
・
１
か
月

後
・
６
か
月
後
と
３
回
接
種
す
る
必
要

が
あ
り
、
終
了
ま
で
に
半
年
か
か
る
た

め
、
早
め
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
高
校
１
・
２
年
生
が
対
象

で
す
。
ほ
か
の
年
齢
の
か
た
は
、
ワ
ク

チ
ン
が
流
通
次
第
ご
案
内
し
ま
す
の

で
、
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

◎
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
特
例
措
置

に
つ
い
て

　
平
成
　
年
５
月
か
ら
日
本
脳
炎
予

１７

防
接
種
の
積
極
的
勧
奨
が
差
し
控
え

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
昨
年
の
１

期
再
開
と
１
期
未
済
者
の
再
開
（
９
～

　
歳
未
満
）
に
引
き
続
き
、
次
の
か
た

１３の
接
種
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

特
例
措
置
対
象
者
：
１
期
接
種
（
不
完

全
者
の
未
実
施
分
）
拡
大

平
成
７
年
６
月
１
日
～
　
年
４
月
１
日

１９

生
ま
れ
（
　
歳
未
満
ま
で
接
種
可
）

２０

・
９
～
　
歳
の
か
た
は
、
積
極
的
に
接

１０

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
特
例
措
置

用
の
予
診
票
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

特
例
措
置
用
の
予
診
票
は
、
健
康
づ

く
り
課
に
あ
り
ま
す
。

・
生
後
　
か
月
（
７
歳
半
）
ま
で
に
１

９０

期
追
加
ま
で
完
了
で
き
る
か
た
は
、

通
常
の
定
期
扱
い
と
な
り
ま
す
。

※
７
歳
半
ま
で
に
１
期
を
受
け
る
予

定
の
か
た
で
、
お
持
ち
の
予
診
票
綴
り

の
表
紙
が
、
黄
・
緑
・
オ
レ
ン
ジ
色
以

外
の
か
た
は
、
内
容
が
一
部
変
更
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
・
二
種
混

合
予
防
接
種
等
は
、
夏
休
み
中
を
利
用

し
て
積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
ご
注
意
！

　　
熱
中
症
は
命
に
か
か
わ
る
病
気
で

す
が
、き
ち
ん
と
対
策
を
行
え
ば
予

防
で
き
ま
す
。

　
次
の
５
か
条
を
家
族
み
ん
な
で
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

①
日
陰
を
味
方
に
　

　
外
を
歩
く
と
き
は
日
陰
を
選
び
、

室
内
は
す
だ
れ
や
カ
ー
テ
ン
な
ど

で
直
射
日
光
を
防
ぎ
風
通
し
を
よ

く
し
ま
し
ょ
う
。

②
服
装
に
工
夫
を
　

　
速
乾
性
、吸
湿
性
、通
気
性
の
よ
い

服
で
、ネ
ク
タ
イ
も
は
ず
し
ま
し
ょ

う
。外
出
時
は
、帽
子
や
日
傘
も
忘

れ
ず
に
。

③
水
分
を
上
手
に
補
給
　

　
暑
い
時
期
は
水
分
が
失
わ
れ
や
す

い
の
で
、渇
き
を
感
じ
る
前
に
早

め
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。汗
を
た

く
さ
ん
か
い
た
と
き
は
、塩
分
も

あ
わ
せ
て
補
給
を
。ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
が
お
手
軽
で
す
。

④
万
全
な
体
調
管
理
を
　

　
１
日
３
食
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
と
十
分
な
睡
眠
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

⑤
室
内
の
温
度
・
湿
度
管
理
を
　

　
ク
ー
ラ
ー
は
　
℃
程
度
に
設
定
し
、

２８

ド
ラ
イ
機
能
も
上
手
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

※
蒸
し
暑
い
環
境
下
で
め
ま
い
や
立

ち
く
ら
み
が
し
た
り
、筋
肉
が
こ
む

ら
が
え
り
を
起
こ
し
た
り
す
る
と
き

は
、熱
中
症
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。す

ぐ
に
涼
し
い
場
所
に
避
難
し
、水
分

が
と
れ
な
い
、意
識
や
気
分
が
お
か

し
い
と
き
は
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ

う
。

　
５
月
の
健
康
診
断
（
特
定
健
診
・
生

活
習
慣
病
予
防
健
診
・
後
期
高
齢
者
健

診
・
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
・
が
ん
検

診
（
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が

ん
）・
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
Ｂ
型
・
Ｃ

型
肝
炎
検
査
等
）
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
か
た
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
再
度

集
団
検
診
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
特
定

健
診
は
、
治
療
中
の
か
た
も
受
診
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
期
日
及
び
対
象
地
区

　
８
月
　
日
　
　
斗
合
田
～
新
里

２０

（土）

　
８
月
　
日
　
　
中
谷
～
大
佐
貫

２１

（日）

◎
受
付
　
午
前
７
時
　
分
～
午
前
　
時

３０

１１

◎
場
所
　
役
場
第
１
・
２
会
議
室
（
３

階
）

◎
持
参
す
る
も
の
　
受
診
票
（
す
べ
て

記
入
し
て
く
だ
さ
い
）・
保
険
証
・

検
診
料
金
（
胃
が
ん
・
肝
炎
検
査
は

各
５
０
０
円
、
そ
の
他
の
検
診
は
無

料
）・
大
腸
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検
診

の
採
取
し
た
検
体
　

※
大
腸
が
ん
検
診
の
キ
ッ
ト
（
５
０
０

円
）
の
販
売
、
お
よ
び
喀
痰
容
器
（
無

料
）
の
配
布
を
健
康
づ
く
り
課
に
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
日
程
の
あ
わ
な
い
か
た
は
、
特
定
健

診
・
後
期
高
齢
者
検
診
は
、
館
林
市
邑

楽
郡
内
の
個
別
検
診
実
施
医
療
機
関

で
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
セ
ッ
ト
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
）　



（８）

ＰｉｃｋＵｐ　ＭｅｉｗａＰｉｃｋＵｐ　Ｍｅｉｗａ

　
環
境
水
道
課
　
　
　
　
内
線
１
７
２

各
ご
家
庭
で
の
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◎
ご
み
の
減
量
化

　
夏
季
は
、
果
物
等
の
生
ご
み
が
増
加

す
る
た
め
、
ご
み
か
ら
大
量
の
水
が
絞

り
出
さ
れ
、
収
集
車
で
ご
み
と
汚
水
を

運
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
水
き
り
を
十

分
行
う
よ
う
要
望
が
あ
る
た
め
、
台
所

か
ら
出
る
残
飯
類
は
三
角
コ
ー
ナ
ー

等
で
水
を
切
っ
た
後
、
さ
ら
に
ひ
と
押

し
し
て
水
分
を
絞
っ
て
か
ら
袋
に
詰

め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
で
は
生
ご
み
処
理
機
の
購

入
に
助
成
金
を
交
付
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
各
家
庭
で
の
自
家
処
理
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
土
地
の
適
正
管
理

　
雑
草
が
繁
茂
す
る
時
期
に
な
り
ま

し
た
。　
早
め
に
対
策
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
除
草
も
簡
単
に
済
み
、
害
虫
の

発
生
を
抑
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
近
隣
の
方
々
に
迷
惑
が
か
か
る
前

に
土
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◎
雑
草
の
処
分
　

　
草
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
土
を
出
来

る
だ
け
落
と
し
十
分
に
乾
か
し
て
か

ら
出
す
よ
う
に
す
る
と
、
ゴ
ミ
の
減
量

化
お
よ
び
処
分
費
用
の
節
約
に
な
り

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
除
草
作
業
を
造
園
業
者
等
に
依
頼

す
る
場
合
は
、
雑
草
の
処
分
も
併
せ
て

お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
自
分
で
草
刈
り
等
を
行
っ
た
場

合
で
処
分
に
お
困
り
の
方
は
、
町
の
許

可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

雑
草
・
剪
定
枝
等
収
集
運
搬
許
可
業
者

㈱
新
栄
造
園
（
館
林
市
上
三
林
町
乙
１

５
９
２－

１
　
山
　
・
４
１
９
７
）

７３

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
今

夏
は
電
力
が
大
量
に
不
足
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
町
民
、
事
業
者
の
皆
様

に
は
、
夏
場
の
電
力
消
費
の
ピ
ー
ク
を

抑
え
る
た
め
、
不
要
な
照
明
や
電
気
機

器
の
使
用
を
控
え
た
り
、
待
機
電
力
の

削
減
に
努
め
る
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
、
節
電
の
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
役
場
に
お
い
て
も
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
、
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
、
照
明
の

間
引
き
消
灯
な
ど
節
電
対
策
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
家
庭
で
出
来
る
節
電
の
ポ
イ
ン
ト

◆
エ
ア
コ
ン

①
室
温
は
　
度
を
目
安
に
設
定
し
ま

２８

し
ょ
う
。

②「
す
だ
れ
」や「
よ
し
ず
」「
緑
の
カ
ー

テ
ン
」な
ど
で
窓
か
ら
の
日
差
し
を

和
ら
げ
、
エ
ア
コ
ン
の
消
費
電
力
を

抑
え
ま
し
ょ
う
。

③
無
理
の
な
い
範
囲
で
エ
ア
コ
ン
を

消
し
、
扇
風
機
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
冷
蔵
庫

④
設
定
温
度
が
「
強
」
の
場
合
は
「
中
」

に
変
更
し
て
扉
の
開
け
閉
め
を
減

ら
し
、
食
品
の
詰
め
込
み
す
ぎ
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
照
明

⑤
日
中
は
照
明
を
消
し
て
、
夜
間
も
点

灯
し
て
い
る
照
明
を
出
来
る
だ
け

減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

◆
テ
レ
ビ

⑥
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
し
、
か
つ
画

面
の
輝
度
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。

◆
温
水
洗
浄
便
座

⑦
便
座
保
温
・
温
水
の
ス
イ
ッ
チ
を
切

り
ま
し
ょ
う
。

⑧
夏
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を

抜
き
ま
し
ょ
う
。

◆
ジ
ャ
ー
炊
飯
器

⑨
早
朝
に
タ
イ
マ
ー
機
能
で
１
日
分

を
ま
と
め
て
炊
飯
し
、
冷
蔵
庫
に
保

存
し
ま
し
ょ
う
。

◆
待
機
電
力

⑩
長
時
間
使
用
し
な
い
機
器
は
、
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
き
ま

し
ょ
う
。

◎
節
電
に
よ
る
熱
中
症
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
！

　
暑
さ
が
厳
し
い
時
間
帯
に
エ
ア
コ

ン
の
使
用
を
過
度
に
控
え
る
と
、
熱
中

症
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
ご
高
齢
の
か
た
や
小
さ
な
お

子
さ
ま
は
、
水
分
を
こ
ま
め
に
補
給
す

る
な
ど
体
調
に
注
意
し
な
が
ら
、
無
理

の
な
い
範
囲
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ご
み
の
減
量
お
よ
び
雑
草
の
刈
り
取
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い



（９）広報めいわ　平成２３年７月１０日

館林駅前行き
 18:30 16:0013:1510:007:035:50千代田町役場前
18:31 16:01  13:16  10:01  7:04  5:51 町民プラザ前　
18:3216:0213:1710:027:055:52五反田
18:3316:0313:1810:037:065:53熊野南
18:3416:0413:1910:047:075:54赤岩下宿
18:3516:0513:2010:057:085:55里東
18:3616:0613:2110:067:095:56瀬戸井永徳橋
18:3716:0713:2210:077:105:57瀬戸井東
18:3816:0813:2310:087:115:58上五箇三橋神社
18:3916:0913:2410:097:125:59上五箇
18:4016:1013:2510:107:136:00東部運動公園
18:4116:1113:2610:117:146:01萱野
18:4716:1713:3210:17 ↓↓ふれあいタウン・ジョイフル本田前
18:5016:2013:3510:207:166:03　富永郵便局前
18:5116:2113:3610:217:176:04　上中森東
18:5216:2213:3710:227:186:05　下中森西
18:5316:2313:3810:237:196:06　下中森東
18:5416:2413:3910:247:206:07大輪上集会所前
18:5516:2513:4010:257:216:08　大輪東
18:5616:2613:4110:267:226:09　須賀信号機西
18:5716:2713:4210:277:236:10　明和西小学校前
19:0216:3213:4710:327:286:13　大佐貫信号機東
19:0316:3313:4810:337:296:14　川俣駅
19:0516:3513:5010:357:316:16　新里集会所東
19:0716:3713:5210:377:336:18　明和町役場前
19:0916:3913:5410:397:35　田島信号機西
19:1016:4013:5510:407:36　八軒集会所南
19:1116:4113:5610:417:37　本郷橋
19:1216:4213:5710:427:38　堀工町南
19:1216:4213:5710:427:38　大原公民館
19:1316:4313:5810:437:39　水質管理センター入口
19:1416:4413:5910:447:40　美園町
19:1516:4514:0010:457:41　緑町南
19:1616:4614:0110:467:42　緑町北
19:1716:4714:0210:477:43　松原１丁目
19:1816:4814:0310:487:44　本町四丁目
19:1916:4914:0410:497:45本町郵便局
19:2016:5014:0510:507:46本町二丁目南
19:2116:5114:0610:517:47館林駅前

10:567:52駅西口
11:017:57厚生病院前
11:068:02駅西口
11:118:07館林駅前

※　　は、日曜、祝祭日は運休です。

千代田町役場前行き
 19:30  17:10  14:55  11:20  8:30 館林駅前
19:3117:1114:5611:218:31本町二丁目南
19:3217:1214:5711:228:32本町郵便局
19:3317:1314:5811:238:33本町四丁目
19:3417:1414:5911:248:34松原一丁目
19:3517:1515:0011:258:35緑町北
19:3617:1615:0111:268:36緑町南
19:3717:1715:0211:278:37美園町
19:3817:1815:0311:288:38水質管理センター入口
19:3917:1915:0411:298:39大原公民館
19:3917:1915:0411:298:40堀工町南
19:4017:2015:0511:308:41　本郷橋
19:4117:2115:0611:318:42八軒集会所南
19:4217:2215:0711:328:43田島信号機西
19:4417:2415:0911:348:43 6:25 明和町役場前
19:4617:2615:1111:368:446:27新里集会所東
19:4817:2815:1311:388:456:29川俣駅
19:4917:2915:1411:398:466:30大佐貫信号機東
19:5417:3415:1911:448:496:35明和西小学校前
19:5517:3515:2011:458:516:36須賀信号機西
19:5617:3615:2111:468:526:37大輪東
19:5717:3715:2211:478:536:38大輪上集会所前
19:5817:3815:2311488:586:39下中森東
19:5917:3915:2411:498:596:40下中森西
20:0017:4015:2511:509:006:41上中森東
20:0117:4115:2611:519:016:42富永郵便局前
 ↓17:4715:3211:579:07↓ふれあいタウン・ジョイフル本田前
20:0317:5015:3512:009:106:44萱野
20:0417:5115:3612:019:116:45東部運動公園
20:0517:5215:3712:029:126:46上五箇
20:0617:5315:3812:039:136:47上五箇三橋神社
20:0717:5415:3912:049:146:48瀬戸井東
20:0817:5515:4012:059:156:49瀬戸井永徳橋
20:0917:5615:4112:069:166:50里東
20:1017:5715:4212:079:176:51赤岩下宿
20:1117:5815:4312:089:186:52熊野南
20:1217:5915:4412:099:196:53五反田
20:1318:0015:4512:109:206:54町民プラザ前
20:1418:0115:4612:119:216:55千代田町役場前

館林・明和・千代田線時刻表

　現在、明和町内を運行している広域公共路線バス「館林・明和・千代田線」について、より使いやすくする
ために、路線の一部変更とダイヤ改正を進めております。実際の運行には、国の許可を受けて変更となるため 、

８月１日（月）の改正、運行を目指して、現在、手続中です。

　今回の改正では、以前の「ふれあいタウンちよだ」バス停が廃止となり、新たにジョイフル本田千代田店敷

地内に「ふれあいタウン・ジョイフル本田前」バス停が新設されます。

　また、ダイヤについて、交通事情の変化や現在の利用者のニーズに合わせて、ダイヤの全面改正を実施します。

特に館林方面の通学や通勤、通院などで余裕を持たせた時間帯に変更し、さらに、日曜・祝日運休としてきた

最終便を、平日同様に運行することとしました。

　今後も通勤・通学などの日常の交通手段に、広域公共路線バスをぜひご利用ください。

■問合せ先  館林観光バス珂 山７２・３３８８　または、役場総務課 山８４・３１１１（内線２１２）                 

　公共バス館林・明和・千代田線のダイヤ改正（８月１日予定）
　　　～より便利な交通手段となるための変更です～

【注意】年末年始は、全線運休となります。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１０）

予告無しの自然災害に備えて
館林地区消防組合の水防工法習得講習会

　６月５日、利根川総合運動場において、館林地区

消防組合消防団員、消防本部１９３人による水防工法

の講習会が行われました。

　主催者の森田組合団長は「我々消防団は、予告無

しにやってくる自然災害に迅速かつ的確に対応しな

ければなりません。不測の事態に対応できるよう本

日の講習会で学んで欲しい」と訓示しました。

　参加者らは、出水時の漏水や崩壊を防ぐための９

種類の応急処置工法を学びました。

スポーツを通して交流
ピーチバレーボール大会

　６月２６日、第５回明和町近県ピーチバレーボール大会が、

社会体育館と明和中学校の体育館で行われました。

　この大会は、明和町の甘くて美味しい桃である「明和の

乙女」誕生を記念して開催されています。

　また、今大会は、東日本大震災復興支援チャリティー大

会として、町内外から６２チーム、約２５０人の参加者からの

義援金も集められました。

　参加していたかたは「前回参加して、

今回も楽しみにして来ました。今度、

明和の乙女も食べてみたいと思います」

などと話し、競技や他のチームとの交

流を楽しんでいました。

近隣から大勢の参加者が集まったピーチバレー大会

月の輪工法を学ぶ明和消防団

介護予防・健康づくり
シニアエアロビクス教室

エアロビクスでさわやかな汗を流す参加者

　６月２２日、シニアエアロビクス教室が、社会体育

館で行われました。

　この教室は、シニアが元気で活き活きと過ごせる

ために、介護予防・健康づくりの一環として、全１２

回開催されます。

　参加者３４人はインストラクターの指導により、

ダイヤビック（シニア向けに開発されたエアロビク

ス）の基本ステップを習得し、音楽に合わせて楽し

く、さわやかな汗を流していました。
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（１１）広報めいわ　平成２３年７月１０日

藤野さんと瀧君

田部井さん親子

　歯を大切にしてもらう目的で、ふたつのコンクール

が開かれ、町から選ばれた代表者はそれぞれ、優秀な

成績を修めました。

　ひとつは、「第４５回群馬県母と子のよい歯のコン

クール」地区審査会。これは、平成２２年４月１日から

平成２３年３月３１日までに３歳児歯科健診を受診した

幼児より選出、その後、本人とその母親を直接審査し

たもので、町から田部井仁美さんと海斗君の親子が参

加。管内市町村の代表１４組中、第２位に輝きました。

母親の仁美さんは「２位と聞いて、ちょっぴり残念。で

も、とてもうれしかったです。就寝前、子供の歯の仕

上げ磨きは私か夫かどちらかが手伝います」と、話して

いました。

　もうひとつは、「第５２回邑楽館林よい歯の子コン

クール」。１市５町の各校から選ばれた小学６年生と

中学３年生の代表６９人がよい歯を競いました。

　東小から阿部 大成君、柏瀬 未結さん、西小から藤

野 七海さん、瀧 ポーロ君、明和中学から折原 颯希君、

藤野 南希さんの６人が各学校代表として参加、柏瀬

さんが小学生女子の部で第１位（２７校中）。藤野 七海

さん、折原 颯希君が第３位を受賞しました。

ふたつの「よい歯のコンクール」で優秀な成績
田部井さん（中谷）親子は２位 　柏瀬さん（東小）女子の部で１位

一日警察署長を務めた小野選手と秋本選手

　館林市・板倉町・明和町で交通死亡事故が連続発

生したため、交通非常事態宣言を発令しました。館

林地区三交連絡協議会は、これ以上の交通事故発生

を抑え込もうと、６月２５日館林警察署において、柔

道世界選手権パリ大会に出場予定で押さえ込みを得

意技とする小野卓志選手（９０㌔級）と、秋本啓之選

手（７３㌔級）の２人に１日警察署長を委嘱し、関係１７

団体１５０人の役員と一緒に国道３５４号羽附信号交差

点付近で街頭啓発を行いました。

交通事故発生をおさえ込め
世界選手権出場の柔道選手が一日警察署長

ペタンク競技の参加者

猛暑で熱戦ペタンク大会
 元気印の町老連が技を競う

　南仏プロヴァンス地方で生まれた素朴な軽ス

ポーツ“ペタンク競技”は、すっかり明和町に定着

しローカルルールのもと第１４回大会が６月２３日に

行われました。　町老人福祉センター前庭の特設

コートに各単位クラブから選抜された精鋭５０チー

ム２８２人が参加して、日頃鍛えた技と戦略をぶつけ

あい、上位入賞を目指して競い合っていました。

　今大会の優勝は中谷Ａチーム。明和町長寿社会

をリードする高齢者達の笑い声が大会を盛り上げ

ていました。

柏瀬さんと阿部君



（１２）
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（１２）

〈
広
告
〉

　
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
よ
り
、　
年
度
の
賦

２３

課
限
度
額
が
次
の
と
お
り
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
年
度
の
賦
課
限
度
額

２３▼
医
療
分
　

　
　
万
円
（
　
年
度
は
　
万
円
）

５１

２２

５０

▼
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
　

　
　
万
円
（
　
年
度
は
　
万
円
）

１４

２２

１３

▼
介
護
分
　

　
　
万
円
（
　
年
度
は
　
万
円
）

１２

２２

１０

　
税
務
課
（
倡
１
１
２
、
１
１

３
、
１
１
４
）

所
得
税
の
軽
減
・
免
除
に
つ
い
て

　
大
震
災
に
よ
り
住
宅
や
家
財

な
ど
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
か

た
は
、
特
例
に
よ
り
、　

年
分

２２

所
得
税
の
軽
減
・
免
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
確
定
申
告
な

ど
の
手
続
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

税
金
の
還
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
館
林
税
務
署
（
山
　
・
４

７２

３
７
３
　
自
動
音
声
案
内
）
、
ま

た
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
:w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

）

地
方
税
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け

ら
れ
た
か
た
は
、
地
方
税
の
軽

減
措
置
等
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
軽
減
措
置
等
を
受
け
る
た
め

に
は
、
手
続
き
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
館
林
行
政
県
税
事
務
所
（
山

　
・
４
４
６
１
）
ま
た
は
役
場

７２税
務
課
（
倡
１
１
７
）

【
海
の
日
と
し
て
無
料
開
放
】

　
海
の
日
を
記
念
し
て
海
洋
セ

ン
タ
ー
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

□
対
象
　
全
利
用
者

□
期
日
　
７
月
　
日
　

１７

（日）

□
開
放
時
間
　
午
前
　
時
～
正

１０

午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時
、

午
後
５
時
～
午
後
９
時

【
サ
マ
ー
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
】

　
８
月
２
日
　

～
　

日
　

は
、

（火）

３１

（水）

開
館
時
間
を
１
時
間
早
め
、
午

前
９
時
よ
り
ご
利
用
に
な
れ
ま

す
。　

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
山
　
・
８４

５
５
１
１

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少

な
く
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
、
一
定
の
基

準
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
免
除
を
受
け
た
期
間
や
、
納

付
猶
予
を
受
け
た
期
間
中
に
万

が
一
の
事
故
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
や
、
一
家
の
支
え
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
は
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
（
一
部
免
除
の

場
合
に
は
、
残
り
の
保
険
料
を

納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い

に
な
り
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
）

申
請
免
除
制
度

　
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯

主
の
前
年
の
所
得
が
一
定
の
基

準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承

認
を
受
け
る
と
保
険
料
の
全
額
、

４
分
の
３
、
半
額
ま
た
は
４
分

の
１
が
免
除
さ
れ
ま
す
。　
　

　
た
だ
し
、
４
分
の
３
、
半
額

ま
た
は
４
分
の
１
の
免
除
が
承

認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
残
り
の

保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
承
認
期
間
は
、
　

年
７
月
か

２３

ら
　
年
６
月
ま
で
で
す
。

２４
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
　
歳
未
満
で
、
世
帯
主
の
所

３０
得
に
関
係
な
く
、
本
人
お
よ
び

配
偶
者
の
所
得
が
一
定
の
基
準

以
下
の
場
合
、
申
請
し
承
認
を

受
け
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
承
認
期
間
は
、
　

年
７
月
か

２３

ら
　
年
６
月
ま
で
で
す
。

２４
◎
申
請
免
除
お
よ
び
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
は
、
原
則
と
し
て

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
全
額
免
除
お
よ
び

若
年
者
納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
翌
年
度
以
降
分
も

継
続
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
失
業
等
に
よ
る
理
由
を
除

く
）
。

◎
学
生
の
か
た
は
、
学
生
納
付

特
例
制
度
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て
は
、

広
報
め
い
わ
５
月
号
（
　
頁
）

１４

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
太
田
年
金
事
務
所
（
山
　
・
４９

３
７
１
２
）
ま
た
は
役
場
健

康
づ
く
り
課
保
険
年
金
係
（
倡

１
２
５
）

お

知

ら

せ

国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
・
猶
予
制
度
の
ご
案
内

海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
で
被
害

を
受
け
ら
れ
た
か
た
へ

問

問

問

問 問

〈
広
告
〉

�������

���

�������

���



（１３）広報めいわ　平成２３年７月１０日

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

□
日
時
　
７
月
　
日
　
　
①
午

２４

（日）

前
　
時
　
分
　
②
午
後
１
時

１０

３０

　
分
３０

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
今
月
の
映
画
　
①
「
ハ
ロ
ー

キ
テ
ィ
と
オ
ズ
の
魔
法
の

国
」
②
「
ア
バ
タ
ー
」

□
入
場
料
　
無
料
（
ど
な
た
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

（
山
　
・
５
５
５
５
）

８４

　
節
電
の
夏
が
き
ま
し
た
。
家

庭
の
エ
ア
コ
ン
を
使
用
せ
ず
、

涼
し
い
図
書
館
及
び
公
民
館

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
を
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
町
立
図
書
館
（
山
　
・
５

８４

５
５
５
）

　
切
り
絵
講
師
の
石
川
照
子
さ

ん
の
個
展
が
、
７
月
　
日
　
ま

３１

（日）

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

（
山
　
・
５
５
５
５
）

８４

　　
民
地
か
ら
道
路
側
に
伸
び
た

木
の
枝
や
雑
草
は
、
歩
行
者
の

通
行
の
妨
げ
や
道
路
標
識
が
見

え
に
く
く
な
る
な
ど
、
交
通
の

安
全
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
も
、

こ
さ
切
り
、
草
刈
り
等
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
総
務
課
安
全
安
心
係
（
倡
２

１
２
）

□
日
時
　
８
月
３
日
　
～
５
日

（水）

　
、
８
月
９
日
　
～
　
日
　

（金）

（火）

１０

（水）

午
後
２
時
～
午
後
３
時

□
対
象
　
小
学
生
（
　
年
度
長

２３

期
水
泳
教
室
在
籍
者
を
除
く
）

□
定
員
　
　
人
（
町
内
在
住
者

３０

優
先
）

□
参
加
費
　
入
会
金
５
０
０
円
、

会
費
２
、
０
０
０
円

□
申
込
期
間
　
７
月
　
日
　
～

１６

（土）

　
日
　
（
月
曜
日
は
除
く
）　

２４

（日）
参
加
費
を
添
え
て
直
接
海

洋
セ
ン
タ
ー
へ

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
山
　
・
５

８４

５
１
１
）

　　
町
で
は
、　

年
１
月
８
日
　

２４

（日）

に
行
わ
れ
る
成
人
式
の
実
行
委

員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

□
対
象
　
平
成
３
年
４
月
２
日

～
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま

れ
で
本
町
に
住
民
登
録
し
て

い
る
か
た
、
お
よ
び
本
町
出

身
で
本
人
よ
り
申
し
出
の

あ
っ
た
か
た

□
内
容
　
式
典
の
検
討
お
よ
び

協
議
等

□
定
員
　
　
人
程
度

１５

□
申
込
期
限
　
８
月
８
日
　（月）

　
直
接
、
生
涯
学
習
課
へ

　
生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民
館

内
山
　
・
４
４
９
１
）

８４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
、
シ
ャ
ト

レ
ー
ゼ
工
場
見
学
（
１
泊
）

□
期
日
　
８
月
　
日
　
～
８
月

２１

（日）

　
日
　

２２

（月）

□
場
所
　
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
、

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
工
場
見
学
他

（
宿
泊
先
・
下
部
温
泉
郷
　
下

部
ホ
テ
ル
）

□
対
象
　
町
内
に
在
住
の
1
人

親
世
帯
の
母
（
父
）
お
よ
び

そ
の
児
童
（
　
歳
以
下
）
、
寡

１８

婦
の
か
た

□
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２５

□
参
加
費
　
▼
中
学
生
以
上
　

１
０
、
０
０
０
円
　
▼
小
学

生
以
下
　
８
、
０
０
０
円
　

※
母
子
会
の
加
入
者
は
一
部

補
助
が
あ
り
ま
す
。

□
申
込
期
限
  ８
月
５
日
　（金）

　
直
接
、
ま
た
は
電
話
で

母
子
・
寡
婦
会
事
務
局
（
老

人
セ
ン
タ
ー
内
社
会
福
祉
協

議
会
山
　
・
４
０
１
３
）
へ

８４

□
日
時
  ９
月
　

日
　

～
　

日

２２

（木）

２５

　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（日）（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

□
場
所
   中
央
公
民
館

□
対
象
  町
内
在
住
、
在
勤
の
か

た
□
募
集
期
間
  ７
月
　

日
　

～

27

（水）

８
月
　
日
　

17

（水）

　
生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民

館
内
山
　
・
４
４
９
１
）

８４

夏
休
み
短
期
水
泳
教
室

成
人
式
の
実
行
委
員

各
種
親
子
ふ
れ
あ
い
交

流
事
業
参
加
者

募

集

し

ま

す

無
料
の
映
画
上
映
会

「
図
書
館
映
画
サ
ロ
ン
」

節
電
し
て
図
書
館
に
行

こ
う
！

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で

　
切
り
絵
の
個
展

「アバター」 「ハローキティと

オズの魔法の国」

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
ア

マ
チ
ュ
ア
絵
画
展
作
品
募
集

問

問

問

問

問

申 申

申

問

申

問

こ
さ
切
り
等
に
ご
協
力

を
！

問
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（１４）

INFORMATION

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

　
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
の
対

抗
戦
で
、
時
間
を
区
切
っ
て
リ

レ
ー
方
式
で
試
合
を
行
い
ま
す
。

□
期
日
　
８
月
　
日
　

２８

（日）

□
場
所
　
明
和
中
学
校
・
校
庭

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
か
た

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
間
　
７
月
　
日
　
～

１３

（水）

８
月
６
日
　（土）

　
直
接
、　
社
会
体
育
館
へ

　
社
会
体
育
館
（
山
　
・
４
６

８４

２
６
）
（
※
月
曜
日
休
館
）

【
第
　

回
夏
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

５５

大
会
】

優
　
勝
　
キ
ャ
ッ
ツ
愛

準
優
勝
　
明
和
ク
ラ
ブ

【
第
５
回
明
和
町
近
県
ピ
ー
チ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

▼
男
子
１
２
０
歳
未
満

優
　
勝
　
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｌ
（
太
田
）

準
優
勝
　
雷
鳥
（
邑
楽
）

３
　
位
　
し
ー
そ
な
す
で
（
館
林
）

▼
男
子
１
２
０
歳
以
上

優
　
勝
　
Ｋ
Ｓ
Ｖ
ク
ラ
ブ
（
明
和
）

準
優
勝
　
サ
ン
ダ
ー
フ
レ
ン
ズ
Ａ
（
板
倉
）

３
　
位
　
ハ
ピ
ク
ロ
モ
ド
キ
（
大
泉
）

▼
女
子
１
２
０
歳
未
満

優
　
勝
　
お
ん
た
ま
Ａ
（
明
和
）

準
優
勝
　
き
の
こ
（
太
田
）

３
　
位
　
ハ
ピ
ク
ロ
モ
ド
キ
Ｌ
（
大
泉
）

▼
女
子
１
２
０
歳
以
上

優
　
勝
　
ク
ィ
ー
ン
ズ
Ｂ
（
大
泉
）

準
優
勝
　
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
（
大
泉
）

３
　
位
　
お
て
も
や
ん
（
明
和
）

○
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

▼
女
子
１
２
０
歳
未
満

優
　
勝
　
野
武
っ
娘
。
Ｋ
ｉ
Ｋ
ｉ
（
大
泉
）

準
優
勝
　
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｔ
（
小
山
）

３
　
位
　
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
　
（
行
田
）

(Ｂ)

▼
女
子
１
２
０
歳
以
上

優
　
勝
　
サ
ン
ダ
ー
フ
レ
ン
ズ
Ｂ
（
板
倉
）

準
優
勝
　
花
み
ず
き
　
し
ろ
組
（
み
ど
り
）

３
　
位
　
Ｄ
ｅ
ｖ
ｉ
ｌ
　
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
（
大
泉
）

▼
経
済
建
設
課

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
　
町

営
住
宅
新
田
団
地
Ｂ
棟
建
設
工
事

場
　
　
所
　
南
大
島
 地
内

予
定
価
格
　
３
億
１
０
０
０
万
円

落
札
価
格
　
２
億
９
３
０
０
万
円

業
　
　
者
　
徳
川
・
荒
井
町
営
住

宅
新
田
団
地
Ｂ
棟
建
設
工
事
　
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

単
独
公
共
　
町
道
２
ー
２
５
６
号

外
１
線
　
道
路
改
良
工
事

場
　
　
所
　
中
谷
 地
内

予
定
価
格
　
４
４
０
万
円

落
札
価
格
　
４
２
８
万
円

業
　
　
者
　
㈲
司
建
設

▼
学
校
教
育
課

明
和
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
蒸

気
ボ
イ
ラ
ー
更
新
工
事

場
　
　
所
　
川
俣
 地
内

予
定
価
格
　
６
６
０
万
円

落
札
価
格
　
６
４
５
万
円

業
　
　
者
　
㈱
神
寛

▼
都
市
計
画
課

平
成
　
年
度
繰
越
事
業
　

２２

単
独
公
共
　
川
俣
駅
橋
上
化
基
本

計
画
策
定
業
務
委
託

場
　
　
所
　
中
谷
・
外
１
 地
内

予
定
価
格
　
２
７
０
万
円

落
札
価
格
　
２
４
８
万
円

業
　
　
者
　
東
武
計
画
㈱
 群
馬

営
業
所

▼
環
境
水
道
課

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　

枝
線
管
渠
築
造
工
事（
　－

　－

２３

１４

１
工
区
）

場
　
　
所
　
田
島
 地
内

予
定
価
格
　
１
、７
８
０
万
円

落
札
価
格
　
１
、７
１
０
万
円

業
　
　
者
　
荒
井
建
設
㈱

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　

枝
線
管
渠
築
造
工
事
（
　－

　－

２３

１５

１
工
区
）

場
　
　
所
　
大
佐
貫
 地
内

予
定
価
格
　
１
、７
８
０
万
円

落
札
価
格
　
１
、
７
０
０
万
円

業
　
　
者
　
㈱
徳
川
組

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　

枝
線
管
渠
築
造
工
事
（
　－

　－

２３

１５

２
工
区
）

場
　
　
所
　
大
佐
貫
 地
内

予
定
価
格
　
１
、６
３
０
万
円

落
札
価
格
　
１
、
５
８
０
万
円

業
　
　
者
　
小
曽
根
建
設
㈱

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　

枝
線
管
渠
築
造
工
事
（
　－

　－

２３

１５

　
工
区
・
そ
の
２
）

１２場
　
　
所
　
大
佐
貫
 地
内

予
定
価
格
　
１
、３
４
０
万
円

落
札
価
格
　
１
、
３
１
０
万
円

業
　
　
者
　
㈲
明
石
工
業

明
和
町
公
共
下
水
道
事
業
　

明
和
１
号
幹
線
管
渠
築
造
工
事

（
　－

　－

３
工
区
）

２３

１５

場
　
　
所
　
大
佐
貫
・
矢
島
 地
内

予
定
価
格
　
１
、
２
９
０
万
円

落
札
価
格
　
１
、２
５
５
万
円

業
　
　
者
　
㈲
司
建
設

入
札
結
果
（
税
抜
）

大
会
結
果
（
敬
称
略
）優勝のキャッツ愛

第
　
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン

１３
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

問 申
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（１５）広報めいわ　平成２３年７月１０日

明

和

短

歌

会

　　
寄
せ
植
え
の
さ
つ
き
次
々
つ
ぼ
み
も
ち
赤
・
白
・
ピ
ン
ク
と
花
咲
か
せ
ゆ
く

　
三
十
年
前
に
さ
し
芽
を
し
た
る
 息
子
 の
さ
つ
き
株
立
ち
を
し
て
花
を
咲
き

こ

　
継
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
川
ツ
ヤ
子

　
ま
た
ひ
と
つ
里
の
ス
ー
パ
ー
店
閉
じ
て
老
い
の
暮
ら
し
の
買
物
不
便

　
老
い
婆
の
ふ
た
り
ベ
ン
チ
に
腰
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
愚
痴
の
聞
き
役
と

　
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
木
　
よ
し

　
茎
立
ち
の
大
根
の
花
咲
き
盛
り
梅
雨
ぐ
も
り
な
る
畑
に
真
白
し

　
山
法
師
の
花
の
真
白
く
咲
き
初
め
て
い
よ
い
よ
夏
に
な
り
し
と
眺
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
川
　
千
秋

　　
男
体
山
の
残
雪
遠
く
眺
め
つ
つ
汚
染
う
わ
さ
の
か
き
菜
摘
み
を
り

　
つ
ん
つ
ん
と
伸
び
た
る
葦
に
囲
ま
れ
て
白
シ
ャ
ツ
姿
の
男
釣
り
上
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
村
　
艶
子

　　
強
震
の
畑
に
思
わ
ず
 竦
 み
つ
つ
ピ
シ
ピ
シ
家
の
軋
む
音
き
く

す

く

　
在
米
の
友
の
帰
国
も
ま
ま
な
ら
ず
被
災
の
惨
事
問
い
合
わ
せ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂
賀
久
美
子

ま
ち
の
文
芸

備考天候
測定値（単位：マイクロシーベルト／時）

所在地測定場所年月日
地表５０ｾﾝﾁ１ﾒーﾄﾙ

校庭(土）晴れ　　０．０９　　０．０９　　０．０８千津井明和東小学校

H23.6.7

校庭(土）晴れ　　０．０８　　０．０７　　０．０６川俣明和西小学校

校庭(土）晴れ　　０．０６　　０．０６　　０．０５新里明和中学校

園庭(芝生）晴れ　　０．１０　　０．０８　　０．０７田島こども園

広場(土）晴れ　　０．０７　　０．０７　　０．０６南大島ふるさとの広場

校庭(土）晴れ　　０．１１０　　０．１０４　　０．０９４千津井明和東小学校

H23.6.21

校庭(土）晴れ　　０．１０５　　０．０９５　　０．０９５川俣明和西小学校

校庭(土）晴れ　　０．０９４　　０．０８６　　０．０７５新里明和中学校

園庭(芝生）晴れ　　０．１０１　　０．１０１　　０．０９５田島こども園

広場(土）晴れ　　０．１１０　　０．１０４　　０．０８４南大島ふるさとの広場

挙空間放射線量測定結果渠
　明和町で行った放射線量測定結果についてお知らせします。

測定結果は、すべての地点において文部科学省が示した校庭の暫定基準値（毎時３．８マイクロシーベル

ト）を大きく下回る値でした。

　◎測定者　環境水道課、学校教育課

　◎測定方法　地表、５０㎝、１ｍでの放射線量を１０秒間測定し、その平均値を用いています。　
　※測定値については、周辺の建物や樹木などにより変化しますので、参考値としてご覧ください。

　線量計（６／７）RadEye PRD-ER〈γ線サーベイメーター（ハンディ型簡易測定器）〉

　線量計（６／２１）CLEAR-PULSE A2700型　Mr.Gamma〈γ線サーベイメーター（ハンディ型簡易測定器）〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉
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（１６）■発行／群馬県明和町役場　〒３７０崖０７９５　群馬県邑楽郡明和町新里２５０番地１　■編集　総務課総務係・ＮＰＯ法人めいわ
始０２７６･８４･３１１１　姉０２７６･８４･３１１４　■URL  http://www.town.meiwa.gunma.jp　■Eメール  kouhou@town.meiwa.gunma.jp

６月の町の事件事故状況

　カワヂシャ（ゴマノハグサ科）

　記　立岡正夫

　今では、絶滅危惧種になっていましたが、昔はどこの田でも
普通に見られた野草です。写真は我が田に秘かに息づいていた
ものを、５月２０日頃撮りました。花は淡青色ですが小さくて
見落してしまいそうです。チシャとは西洋のサラダ菜のことで、
この草の若葉が食べられるところから名付けられたようです。
漢方では全草を健胃、利尿薬とすることがあるそうです。　

（千津井にて）

●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

【町の無料法律相談】　

□日　時  ８月１０日（水）　午前１０時～

　正午

□場　所   役場委員会室　

□対　象   明和町民　

□担　当　丸山弁護士

□受付期間　８月１日（月）から８日

（月）までに総務課へお申し込みくだ

さい

※事前の予約が必要です。

【人権・行政・心配ごと相談】

　８月はお休みになります

【年金相談】　

　８月はお休みになります

　

【健康相談】

□日　時　８月２日（火）　午前９時３０

分～午前１０時３０分受付

□場　所　保健センター

□対　象　乳幼児・成人

【乳幼児健診】

□日　時　８月１１日（木）　午後１時～

　午後２時受付

□場　所　保健センター

□対　象　２１年８月、２２年８月、

　２３年１・４月生

※１０か月児健診はなくなりました。

（平成２３年６月１日現在）

　総人口　１１，５０７人　（＋　１）
　　男　　　５，７５８人　（－　５）
　　女　　　５，７４９人　（＋　６）
　世帯数　　３，８２７世帯（＋　２）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病……………     ２５件
　　士交通事故………　  　６件
　　士その他…………　  １０件
　　士合計……………     ４１件 

６月の町の救急車出動回数

纂地域や家庭で
　「鍵かけ」「声かけ」「心かけ」を！

纂町内で死亡事故発生！

定期相談・健診

　士空き巣　　勝勝勝勝  ２件
　士自動車盗　　勝勝勝  １件
　士自転車盗　　勝勝勝  １件

　士人身事故…………… １２ 件
　　　　　　　　　　　（死亡事故１件）
　士物件事故……………  ８件

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください。

外科系内　科　系耳鼻科期　日

慶友整形外科
（７２）６０００

たなか医院
（６２）２８８１

星野こども
（小児科のみ）

（７０）７２００

館林記念病院
（７２）３１５５

川村耳鼻咽喉科
（７２）１３３７

7月１7日（日）

海宝病院
（７４）０８１１

蜂谷病院
（６３）０８８８

金丸内科医院
（８８）３２００

吉田内科
（７０）７１１７

－７月１８日（月）

岡田整形外科
（７２）３１６３

福田ペイン
（８４）１２３３

長谷川クリニック
（８０）３３１１

松井内科医院
（７５）９８８０

－７月２４日（日）

川島脳外
（７５）５５１１

富士クリニッ
ク

（２０）１９７１

田沼内科医院
（８８）７５２２

ハートクリ
ニック

（７１）８８１０

今村クリニック
（７０）２２２１

７月３１日（日）

新橋病院
（７５）３０１１

真下胃腸科
（６２）２０２５

菅沼医院
（７２）９０９０

落合医院
（７２）３１６０

板倉耳鼻咽喉科
（８０）４３３３

8月7日（日）

慶友整形外科
（７２）６０００

寺内医院
（８８）１５１１

藤原医院
（８８）７７９７

まりレディス
（７６）７７７５

－８月１４日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

緊　　　　急
夜　　　　間

（午後７時～午後１０時）
歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）
　山７３・２３１３（要電話確認）
（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～午後３時


